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(1) 鉛直面内曲げ変形に対する波形鋼板ウェブを有する桁構造の弾性方程式が 6 階の微分方程式で表現できるこ
とを示し、実験結果との比較により、変形はもとより集中荷重作用点付近のコンクリート床版に発生する 2 次
的曲げ応力についても提案式が妥当であることを明らかにしている。










(5) 波形鋼板ウェブ PC 橋の張り出し架設施工時における形状管理に提案式を適用して他の方法との比較計算を行
い、架設計画における留意点を明らかにしている。また連続 PC 桁の中間支点におけるコンクリート床版の 2
次曲げ応力を緩和する構造法に関する効果について解析結果からの示唆を与えている。
以上のように、本論文は、波形鋼板ウェブを有する複合構造橋梁に固有な応力特性を明らかにするとともに、実務
設計計算に適用できる解析法を提案しており、構造工学および橋梁工学の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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